
あなたの目の前で、突然人が倒れたら
　　　　あなたは何をしてあげられますか？
 下の図は、心臓と呼吸が止まって 　　2015年版日本版救急蘇生ガイドライン準拠

からの救命の可能性と時間経過を
示しています。

　普段通りの
　 　呼吸がある

　

★ １１９番通報を受けてから、現場に到着するまでに、
全国平均で７分以上かかり、救急隊が傷病者に接触 ・人工呼吸の技術と意思があれば
し処置を開始するまでに、さらに数分かかります！ 　胸骨圧迫３０回と人工呼吸２回の組み合わせ

「ショックが必要」 「ショックは不要」

★強く、速く、絶え間ない胸骨圧迫を！！！

　　※救急隊に引き継ぐまで、または傷病者に呼吸や目的のある仕草が

　 　　出るまで心肺蘇生を続ける
―1―

安全確認

大声で叫び応援を呼ぶ　・１１９番通報とＡＥＤ依頼
・通信指令員の指導に従う

脳が酸素なしで生きていられる時間　　　　わずか３～４分 ＡＥＤの電源を入れて
音声ガイドの指示に従う

※わからないときは胸骨圧迫を開始する

「ショックは不要」「ショックが必要」

反応なし

呼吸をみる 様子をみながら

応援・救急隊を待つ

AED装着

電気ショック

ショック後ただちに

胸骨圧迫から再開

ただちに

胸骨圧迫から

再開

心電図解析

電気ショックは必要か？

勇気を持って！
まずかけ寄って！

その手をさしのべてください！

呼吸なし、または死戦期呼

突然、心臓や呼吸が止

まってしまった人を救うため

には、そばに居合わせた方が

救命処置を行うことが大事で

す！

このような事態は、何の前

ぶれもなく突然訪れることも

ありますが、前ぶれが見られ

ることも少なくありません。

この前ぶれに気づき、心臓や

呼吸が止まってしまう前に

119番通報をして救急車を

呼ぶことができれば、助か

る可能性が大きくなります。

正常な呼吸をしていない人をそのまま

放置しておくと、死に至ります。「た

だ救急車を待つ」のではなく、救急車

を待つ間に、その場で一刻も早く心肺

蘇生を行ってください。

それをするのは、その場に居合わせ

た「あなた」です！！

★ただちに胸骨圧迫を始める

＊強く！（成人は約５ｃｍ、小児は胸の厚さの約１/３）

＊速く！(１００回/分～１２０回/分）

＊絶え間なく！（中断を最小にする）
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